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　広島護国神社では、毎年 1 月中旬に「とんど祭」が行われ、
多くの参拝者でにぎわいます。 正月飾りや書き初めを焚き上げ、
一年の無病息災や家内安全を祈るこの行事は、広島の新年を象
徴する風物詩のひとつです。
　境内に組まれた大きなとんどに火が入ると、勢いよく炎が立
ちのぼり、冬の空を赤く照らします。 火の温かさに手をかざし
ながら、家族連れや地域の方々が「今年も元気に過ごせますよ
うに」と願いを込める姿が印象的でした。
　また、護国神社のとんどは規模が大きく、毎年多くの方が正
月飾りを持ち寄るため、境内には新年の活気があふれています。 
　新しい一年が、皆さまにとって健やかで穏やかな日々となり
ますように。

広島護国神社 とんど祭 ― 無病息災を願う新年の炎令和8年新年互礼会
　年頭の挨拶
　広島県印刷工業組合　理事長　中本 俊之
　来賓挨拶
　自民党　衆議院議員　　　 岸田 文雄 様
　中国経済産業局　局長　　 林　 揚哲 様
　広島県知事　　　　　　　 横田 美香 様
　広島市長　　　　　　　　 松井 一實 様
　広島県議会議員（県工組顧問）　 山木　 茂 様
　広島県議会議員（県工組顧問）　 林　 大蔵 様
2026第51回　備後印刷産業新年互礼会

「ペーパーサミット2026」出展企業募集のお知らせ
事務局だより　●組合の動き
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令和8年 新年互礼会 盛大に開催される
― スローガン「印刷の価値を再認識」 ―

　広島県印刷工業組合主催、印刷関連団体共催による
令和 8 年新年互礼会が、1 月 5 日（月）午後 6 時より
リーガロイヤルホテル広島にて開催された。今年のス
ローガンは「印刷の価値を再認識」。会場にはご来賓、
組合員、関係団体など 171 名が集い、新年の門出を祝
う盛大な会となった。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　司会は、毎年明るく爽やかな語り口で会場を和ませ
る北山美砂子さん。参加者全員による国歌「君が代」
斉唱で厳かに開会した。
　続いて、広島県印刷工業組合・中本俊之理事長が新
年の挨拶を述べ、昨年の活動への感謝と今年の抱負を
語った。来賓挨拶では、自由民主党　衆議院議員 岸田
文雄様、中国経済産業局長 林揚哲様、広島県知事 横

田美香様、広島市長 松井一實様より、業界の発展を願
う温かい祝辞が寄せられた。
　その後、組合顧問である広島県議会議員 山木茂様の
ご発声により乾杯が行われ、和やかな祝宴がスタート。
会場は新年の喜びと再会を祝う笑顔に包まれた。
　宴もたけなわとなった頃、恒例の福引大会が県工組
青年部の進行で始まった。司会者による賞品紹介の後、
壇上では青年部の木戸部会長が抽選箱から一枚ずつ抽
選券を引き、当選者を発表。名前を呼ばれた参加者が
次々と賞品を受け取り、会場は大いに盛り上がった。
　クライマックスとなる 1 等賞 2 本は中本理事長が抽
選を担当。一つ目の「ウォータアイマスク」は㈱ひろ
みの殿畑秀二さんに、二つ目の「空気清浄機」は合同
印刷機材㈱の福島卓哉さんが当選した。当選者は「今
日で今年の運を全部使った気がする。会社で皆に褒め
られるように頑張りたい」「今日いいことがあったので、
2 匹目のドジョウを求めて宝くじを買いたい」など、
喜びの声を語り、会場を沸かせた。
　締めくくりには、中国印刷機材協議会の児玉理事長
による三本締めが行われ、参加者全員が心を一つにし
て新年のスタートを祝った。こうして、令和 8 年の新
年互礼会は盛会のうちに幕を閉じた。

国歌斉唱 手締め（三本締め）
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「 印 刷 の 価 値 を 再 認 識 」【年頭の挨拶】

広島県印刷工業組合　理事　中本　俊之

　あけましておめでとうございます。皆様におかれま
しては、すこやかに新年をお迎えになられましたこと、
心からお慶び申し上げます。旧年中は組合運営に格別
のご支援とご協力を賜りまして、厚く御礼申し上げま
す。本年も昨年同様、ご指導ご鞭撻のほど、よろしく
お願いいたします。
　さて昨年を振り返りますと、これまで将来の課題と
されてきたものが、現実となった一年でした。団塊の
世代がすべて後期高齢者となる「2025 年問題」は、
医療・介護への影響や、深刻な人手不足など、社会全
体が直面する現実となりました。春から秋にかけては、
大阪・関西万博が開催されました。一般来場者だけで
約 2,558 万人に達し、経済波及効果も３兆 6,000 億
円となり、経済的・数字的な成功を収めました。夏には、
広島が原爆投下から 80 年の節目を迎え、８月６日の
平和記念式典には過去最多となる 120 の国と地域が参
列しました。核の脅威が高まる中、過ちを繰り返さな
いために、記憶を未来へつなぐことの重みがこれまで
以上に問われています。秋には、全日本印刷工業組合
連合会が創立 70 周年を迎え、10 月 10 日の記念行事
を通じて、印刷産業の歩みと可能性を改めて確認する
機会となりました。また 10 月 21 日には、日本初の女
性首相が誕生したことも、強く印象に残りました。こ
のように 2025 年は、あらゆるものが同時に進んだ、
まさに節目の一年であったと感じました。
　本年度のテーマを「印刷の価値を再認識」としました。
昨年の 11 月に全日本印刷産業政治連盟の勉強会で、
印刷とも関わりが深い書店議連（街の本屋さんを元気
にして、日本の文化を守る議員連盟）の話を聞く機会
がありました。今、書店が減少し、活字に触れる機会
が失われつつあります。広島県内でも書店が大幅に減

少しており、この 10 年間で 4 割近く数を減らし、減
少率は都道府県別でワースト 3 という調査結果もあり
ます。紙の本、書店の存在はとても重要です。書店は
単なる本を売る場所ではなく、日本の文化や教養と深
く結びついている重要なコンテンツ産業の一部です。
特に、書店ならではの「一覧性」が、インターネット
検索では得られない、思いがけない本との出会いを提
供し、紙の本は個人の視野を広げる役割を果たしてい
ます。印刷物は発信者が明確であり、情報を正確に人
の手に届け、記憶に残る力があります。スウェーデン
が教育現場で紙の教科書へ回帰した事例は、デジタル
が進んだ今だからこそ、印刷が持つ価値が再評価され
ていることを示しています。私たち印刷業は、時代遅
れの産業ではなく、デジタル社会においてこそ必要と
される基盤産業です。私たち印刷業にたずさわる者と
して、改めて 「印刷が社会に果たしてきた役割」 を見
つめ直すことが必要です。私たち自身が印刷の価値に
誇りを持ち、業界全体で適正価格に向き合う姿勢を共
有し、健全な経営環境を整えていくことが、次世代へ
印刷文化をつないでいくのではないでしょうか。
　そしてもうひとつ、今年も印刷産業夢メッセを 10
月に開催する予定です。今年の夢メッセは 20 回とい
う節目の年となります。我々のあらゆるものを結ぶ力、
伝える力、起こす力を発揮して、印刷の価値を再認識
できる場となりますように精一杯努めてまいります。
　最後になりましたが、社会の変化は、これからも続
いていきます。だからこそ、立ち止まるのではなく、
できるところから少しずつでも意識と行動を重ねてい
く一年にしていきたいと思います。2026 年が皆さま
にとって良い年となりますよう祈念をいたしまして、
新年の挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。
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　新年あけましておめでとうございます。広島県印刷
工業組合をはじめ、印刷関連の各業界の皆様方が、こ
うして一同に揃って健やかに新しい年を迎えられまし
たこと、心からお慶び申し上げます。旧年中、様々な
お力添えやご指導をいただいたことに感謝を申し上げ、
また今年もどうぞよろしくお願い申し上げる次第です。
　昨年、令和 7 年は昭和 100 年であり、被爆 80 年、
戦後 80 年という大きな歴史の節目の年だと言われま
した。こうした過去を振り返って、歴史に思いを巡ら
す一年であることが強調されました。 そして明けて令
和 8 年、この歴史の節目を越えて新しい時代に足を踏
み出す、そういった年となります。どんな時代がやっ

【来賓祝辞】
てくるのか。人は AI やイノベーションによって社会や
経済も大きく変わっていくのだと盛んに言います。ま
た、印刷業界においてもデジタルの推進、物価高騰、さ
らには人手不足など様々な課題があります。しかし、ど
んな時代が来たとしても、私は印刷による文字や色の
温かさ、あるいは印刷物を手に取ったときの確かさ、こ
ういったものを人々は求め続けるものだと信じていま
す。私自身もデジタル化をいろいろ試行錯誤してきま
したが、やはり何といっても本、新聞、この印刷の世
界であります。
　今年は干支で言えば午年でありますが、午というも
のは前進、あるいは力強さの象徴です。そして、今年
は午年の中でも最も強力な「丙午」という年を迎えます。
勢いのある午にあやかって、業界の皆様方が心強く、そ
して力強く、この新しい年に向けて前進されますこと
を心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていた
だきます。本年もよろしくお願いします。

　皆さん、あけましておめでとうございます。令和 8
年の新春を迎え、ここに広島県印刷工業組合主催の新
年互礼会が開催されますことを心よりお喜び申し上げ
ます。
　さて、印刷業界は、活版からオフセット、デジタル
印刷へと時代の変化に応じて目覚ましい発展を遂げて
こられました。ここ広島においても、環境負荷の低減
に向けたオンデマンド印刷への移行や、各種設備投資
による DX 化の推進、多品種小ロットへの柔軟な対応
などを通じて、付加価値の向上に積極的に取り組まれ
ているものと存じております。
　また、毎年開催されています「印刷産業夢メッセ」
については、業界の技術力や可能性を広く発信し、新
たなビジネスの創出や人材育成にもつながる大変有意
義なものであると認識しております。そういった取り
組みこそが、地域産業の持続的発展を支えるものであ
り、印刷産業がひとに物事を伝えるという役割を超え、
顧客のニーズに応じた成果を共に生み出す価値共創を
担うプレーヤーとして進化し続けるものと心から信じ

ております。皆様のこれまでのご努力、ご研鑽に対し
て深く敬意を表します。
　経済産業局としても、成長が期待される産業分野、地
域経済をけん引する中堅企業や、売上高 100 億円を目
指す中小企業の投資促進を支援するとともに、昨年に
引き続き、生産性向上を後押しする中小企業省力化投
資補助金や中小企業デジタル化・AI 導入補助金のほか、
事業継続や新事業展開をサポートする事業継続・M&A
補助金もご用意しております。
　先ほど理事長からありましたように、印刷の価値の
再認識。こういった取り組みについて、経済産業省、経
済産業局としてもしっかりと皆様のお手伝いをさせて
いただきますので、引き続きよろしくお願いしたいと
思います。
　結びになりますが、広島県印刷工業組合のますます
のご発展、そして本日ご参加された皆様のご多幸とご
健勝を祈念して私のお祝いとさせていただきます。 

　　中国経済産業局
　　　　   局  長　林　　揚哲 様

　　自由民主党
　　　衆議院議員　岸田　文雄 様　
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　　広島県知事
　　　　横田　美香 様

　　広島市長
   　　　松井　一實 様

　皆様、あけましておめでとうございます。令和 8 年
の新春を迎えて、広島県印刷工業組合の皆様に謹んで
お慶びを申し上げます。皆様には、平素から印刷業界
の振興を通じて、本県の経済の発展に多大なご貢献を
いただいておりますこと、この場を借りて厚く御礼を
申し上げます。
　さて、広島県は昨年、被爆・終戦 80 年ということ
で大変節目の年でございましたけれども、広島経済に
おきましても、国際的な関税の問題や物価の高騰など、
様々な経済的困難がございました。そして今、広島県
は人口減少、そして若者の転出超過といった課題、社
会資本の老朽化、さらには不透明な国際情勢など、大
変厳しい状況にあるのではないかと思います。
　しかし、こうした厳しいことばかりではなく、大変
明るい兆しもいろいろと見えてきております。新しい
時代の潮流にいち早く対応しようと、それぞれの業界
の皆さんが取り組んでおられますが、印刷業界の皆様
におかれても、DX や様々な新しい取り組みを通じて、
広島県の経済を盛り上げていただきますようお願いし

たいと思っております。私としましても、特に若者の
転出超過は大変大きな課題であると考えております。こ
の問題を解決するには、広島県に魅力的な職場があり、
若者が成長を実感できる環境が整っていることが必要
ではないかと思います。広島県の産業が活発で、若者
のチャレンジを後押しするような社会をつくってまい
りたいと考えております。また、広島での働きやすさ、
子育てのしやすさ、安心して暮らせる環境づくりにも
取り組んでまいります。さらに、音楽やアートといっ
た文化芸術、地域のお祭り、スポーツなど、多彩な文
化的資源は広島県の魅力にとって大変重要です。こう
した文化や自然を大切に守り生かしながら、素晴らし
い広島県の財産を次世代に引き継いでいきたいと感じ
ております。
　そして今日お集まりの印刷業界の皆様は、人々の知
識の集積や知識の交換に多大な貢献をいただいている
と感じております。皆様のお声をしっかりと伺いなが
ら、この広島県をますます発展させていきたいと考え
ておりますので、ぜひ皆様のご理解、ご協力を賜り、一
緒に頑張ってまいりたいと思います。
　新年の門出にあたり、広島県印刷工業組合の今後ま
すますのご発展と、本日お集まりの皆様のご健勝、ご
多幸を心から祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。本年もどうぞよろしくお願い申し上
げます。

　新年あけましておめでとうございます。 新春を迎え、
広島県印刷工業組合の皆様に謹んでお慶びを申し上げ
ます。皆様方におかれましては、研修会の開催である
とか、広報活動、そして印刷産業夢メッセの開催等々、
様々な活動を通して、中小印刷企業の育成、そして業
界の発展に貢献しておられるとともに、我々の地域経
済の振興、このような推進にも多大な貢献をしていた
だいております。このことにつきまして、深く敬意を
表します。
　さて、先ほどもありましたけれども、被爆 80 周年
を迎えた昨年でありますが、多くの方々にヒロシマの
心、あるいは平和で活力のあるまちを実感してもらえ
るような、さまざまな取り組みを実施してまいりまし
た。今年はこうした取り組み、その成果も踏まえながら、
平和の実現に向けまして、「平和のまち」「活力のまち」
「人間性をはぐくむまち」、この 3 つの柱に沿い、未来
に夢や希望を持てるような生活環境をつくっていくた
めの取り組みを加速させる一年にしていきたいと考え
ております。

　こうした取組を市民に徹底していくためには、幅広
く PR を行い、有意義なものにしていく必要があります。
そのためにも、引き続き人と人との架け橋となる印刷
産業の皆様方のお力添えが欠かせないと感じておりま
す。
　近年、デジタル化が浸透し、DX の推進や AI の有効
活用が進むなど、印刷産業を取り巻く環境は非常に変
化しております。大きな転換期を迎えていると言って
も過言ではありません。そうした中、貴組合におかれ
ましては、私たちの生活や社会経済活動を支える重要
な情報コミュニケーション産業としての位置づけのも
と、新たな魅力や価値を創造し、より一層発展してい
かれることを心より期待しております。
　今年は午年ということでありまして、前進、あるい
はチャレンジの年とされています。本市の躍進を後押
しする年になると言ってもよいと思いますが、これが
市民をはじめ、企業、大学、地域団体など、皆様をしっ
かりと結びつけ、地域創生でのまちづくりを大きく飛
躍させる一年にしていきたいと考えております。皆様
方におかれましては、今後とも広島市の行政の推進に
一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　結びに、広島県印刷工業組合のますますのご発展、そ
して本日ご出席の皆様のご健勝とご多幸を心から祈念
いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。誠
におめでとうございます。
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TEL.03-5608-7803～8（営業直通）

東京都墨田区吾妻橋3-11-1
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　皆様、あけましておめでとうございます。
　昨年は非常に景気も伸び、上場企業でもいろいろと
M&A 等が進むなど、ダイナミックな動きがあったよう
でございます。広島においても、今年しっかり午年の
勢いを持って伸びていくことを祈念したいと思います。

本日、皆様の今年一年の発展を祈念して杯をあげたい
と思いますので、ご準備のほどお願いいたします。
　それでは、令和 8 年も頑張りましょう！乾杯！広島県議会議員

　( 広島県印刷工業組合顧問 )　

　　　　　　　山木 　茂 様

【乾杯】

　皆さま、あけましておめでとうございます。 本日は、
広島県印刷工業組合様の新年互礼会がこのように盛大
に開催されましたことを、まずもってお喜び申し上げ
ます。
　さて、本年は波乱含みの幕開けとなりました。 元日
の 1 月 1 日は穏やかに過ごしておりましたが、その直
後、米国がベネズエラに対して攻撃を行い、現地要人
を拘束したとの報道がございました。 こうした事態が
現代においても起こりうることを改めて痛感し、日本
としても危機管理を一層徹底していかなければならな
いと強く感じたところでございます。
　国内に目を向けますと、印刷業界におかれましては
デジタル化の進展に伴い、皆様には多くのご苦労があ
ることと拝察いたします。 そして広島県におきまして
も、本県の重要産業であるカキ（牡蠣）養殖の問題が
依然として大きな課題となっており、県としても懸命

に対応を進めているところでございます。 しかしなが
ら、自然災害を含め、何が起こるか分からない時代で
あります。こうした自然の脅威に立ち向かうためには、
皆様お一人お一人のお力を結集し、困難に向き合う姿
勢がますます求められてくるものと感じております。さ
らに、エネルギー価格の高騰や人手不足など、どの業
界も厳しい状況が続いております。 広島県では、こう
した課題に対応すべく、新たに女性知事が誕生し、新
しい視点から県政の方向性を明確に示しながら、前進
を続けているところでございます。
　このような状況下にあって、印刷業界がさらに発展
し、皆様のお力添えをいただきながら、より一層の飛
躍を遂げていくことが何より重要であると感じており
ます。 そのためには、皆様の心のつながり、そして情
報を通じた支え合いが欠かせないというお話も、本日
の中で伺ったところでございます。
　広島県印刷工業組合様が、この一年、互いに支え合
いながら大きく発展されますことを心より祈念申し上
げますとともに、本日ご来場の皆様方のますますのご
活躍をお祈り申し上げ、簡単ではございますが、新年
のご挨拶とさせていただきます。本日は誠におめでと
うございます。

広島県議会議員
　( 広島県印刷工業組合顧問 )　

　　　　　　　林　大蔵  様
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2026年　第51回 備後印刷産業 新年互礼会
　1月 8日（木）午後 6時より、福山ニューキャッス

ルホテルにて、2026 年最初の行事となる備後印刷産業

新年互礼会が開催された。広島県工組からは中本理事

長、宇都宮副理事長、三次事務局長が参加し、年明け早々

にもかかわらず 76名が参加する盛会となった。

　開会にあたり、近藤実行委員長が挨拶に立ち、「諸先

輩方から“昔はよかった”と聞くが、その時代を知ら

ない私たちこそ、これから良い時代をつくっていくこ

とが大切。今日のご縁の中にあるヒントを理解し、実

践していけば、きっと良い景色が見えるはずだ」と熱

い思いを語った。

　国歌斉唱に続き、近江備後支部長が主催者挨拶とし

て、「丙午は情熱や行動力に満ちた年とされる。業界を

前向きにし、三方よしの精神で関わる人々を幸せにす

るためにも、相互理解を深め、一つひとつの意識と行

動が明るい未来につながる」と述べた。

　続いて、県工組の中本理事長が登壇し、「今年のスロー

ガン『印刷の価値を再認識！』を軸に、デジタル時代

の中でも紙への回帰が見られる。印刷は決して時代遅

れではなく、今だからこそ必要とされる産業である。

印刷が持つ“繋ぐ力・伝える力・残す力”を再認識し、

業界全体で価値向上に努めていきたい」と力強く語っ

た。

　その後、小田常任理事の乾杯を合図に祝宴が始まっ

た。恒例のビンゴゲームでは、旅行券をはじめ、話題

の「お米券」「ガソリン券」などが景品として用意され、

アシビ印刷・天野社長と青葉印刷・杉原氏の軽妙な進

行で大いに盛り上がった。

　宴の締めくくりには、福山軽印刷組合の藤井理事長

が「印刷会社は単なるツール提供者ではない。デジタ

ルが主軸になる時代でも、それに応じた企画提案とい

う新たな価値を創り出していく必要がある。今日集まっ

た皆さんは良き仲間であり良きライバル。互いに知恵

を出し合いながら進めば、この厳しい時代も乗り越え

られる」と挨拶し、三本締めで互礼会を締めくくった。

最後に、厳しい情勢の中で協賛をいただいた各社様に

対し、この場を借りて深く感謝を申し上げます。

近藤実行委員長 近江備後支部長 中本理事長 小田常任理事

午年にちなんだ
参加者の名札

乾　杯 藤井理事長ビンゴゲーム司会
天野社長と杉原氏
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事務局だより
◎ 組合のうごき

リーガロイヤルホテル
広島

リーガロイヤルホテル
広島

広島コンピュータ
専門学校

福山
ニューキャッスルホテル

東　京

横　浜

横　浜

愛知＋Web会議

Web会議

新年互礼会

日本印刷産業連合会新年互礼会

備後印刷産業新年互礼会

広島県製本工業組合新年互礼会

DTP技能検定（実技）試験

産業戦略デザイン室

Xiイベント

経営革新マーケティング委員会

教育研修委員会

5日

7日

8日

17日

18日

22日

23日

28日

29日

1

　
　
　
　月

印刷会館

東　京

東　京

東　京

臨時常任理事会・夢メッセ事前打合会

全青協正副議長会議

全青協全国協議会

page2026（18日～20日）

中国地区印刷協議会

12日

13日

14日

18日

24日

2

　
　月

広島
ガーデンパレス

　全日本印刷工業組合連合会が共催する「ペーパーサミット 2026」が
以下の日程により開催されます。中国地区印刷協議会においても出展
企業（個社、組合連合、組合員 + 異業種など）を募集致します。出展希望等ありましたらご連絡をお願いします。
▶︎本件連絡先：田尾　広島県工組副理事長（n-tao@genshoku.co.jp）　電話 090-7545-8901

「ペーパーサミット 2026」の出展企業募集のお知らせ

■イベントの概要
開催日時：2026 年 7 月 24 日 ( 金 )・25 日 ( 土 )
開催場所：東京都立産業貿易センター浜松町館３F
内　　容：商品出展・販売ブース / ワークショップ / 作
　　　　　品展示 / セミナー
目　　的：紙（印刷）の持つ魅力や楽しさを伝え、新た
　　　　　な発見や体験を提供し紙に対する誤った認識
　　　　　を是正し、紙の可能性を拡げる
出展情報：
　・テーブルサイズ　W1800 × D900 × H740 ｍｍ
　・料金　１テーブル：30,000 円
　　　　　 2 テーブル目以降：+20,000 円
　・エントリー締切：2026 年 2 月末

今後の概算スケジュール

詳細情報はメールにて随時お知らせいたします。
出展料金、出展ブース数、エントリー〆切なども決定しだいできるだけ早く連絡いたします。

イベントの開催説明と
マッチング交流会

印刷会社・工場見学＆
ブレスト会

エントリー＆制作期間

イベント当日

マッチング促進のための
懇親会

1月～3月にかけて、各地区協ごとにコラボ
マッチング説明会を予定
※2月末エントリー〆切

各印刷会社による会社見学会・ブレスト会を

実施すると、お互いの理解が進みます

各地区協ごとに開催していただきたい

4月～
マッチングした印刷会社と
クリエイターが契約を結び制作を進めます

2026年7月24日（金）・25日（土）

令和８年新年互礼会のお礼
新年互礼会 ( １月５日 ) に大勢の皆さまにご出席
いただきましたこと、ありがとうございました。


